REOERE (RVWHEKFR, kRS EE—2)

O ERIZEDIIHEHPEBIENAEBNRTINS =6, HEERARL L, BiFhHEE—o NEE,
FEHE—V W BIRTHLS-OFEMEZE C-EANRE CERREREDNBFTEBAICE>TE Y. FTEBANEERIE
BRORYD EWE>TULBIKRR,

O AQRADTIZEWNT, FEHDHEERLERRERDORE.

fn B B SR FH @Ef R (10adk 7= Y XKD BEGH-YDTEYHERAR

AHMA (FH1T08%RE) YAZ (FH2608%0)
54  /  / KEEREE 0. 09 A 0. 89A 195. 3a
60 60 o .
\/ v 45 P BHGRMEMEE  05A  1.16A  138.0a
4 32 31 4 w[ ] SRR 0.54 A 2. 44 A 91. 9a
20 13 1_9| 18 o0 11 12 16 13 14 BH BHKEY [HH2 FERELAEEGRH EASEE |
5 5
2 1 1 1 ’_|
0 0 _;— p— ODEEZER = EERE
DETEERE
RLERLRILILLLR0 NaESaNe »5’(* SLIPRPRLRLL @ BERMREE T e RS )
ng E%EE MAK Dﬁiﬁﬂﬁﬁ*&#ﬁ gg*ﬁ j:ﬁ""fi NAK Egﬂﬁlﬁﬁw 100,000 (91 946 @ ] 15.0
IH . mEH 7 p=g | 9 ; - .
i VA i S oiER - - SnEE ggﬁ%ﬁ%fi 246 R
o) - A - - g 3z . 17% Mmis|
-9 <& - E - E ’ .
SES (EH30785R) [5E] KR (5H128%R) /
80' 60, 000 ;E*ﬁa)k% L\ 9.0
; sV . | ARAEMDA |
L v 39, 819
60 | 91 49 60 40,000 34, 307 4.5 60
I /;o-'
40 40 ] L~ L
" 20,000 — » 39 |f3.0
| 15 o
20 8 12 20 | 3,497 795
e M e 4 i 1.42.41.21.41.43.6 0 | 0.0
0 0 — \0. bhazki 0.5~1.0) 1.0~3.0 L3.0~5. Oha 5.0hal£U:A
LRERIRLELRLLL2LLEL IS SRR SN PR SN SR S K IR & BH RHKES 00ERHRES YR [HH2 FERBUNSEMT (BAREE) |
mEA - o EAR Se L 1) TEREEK] LG, BEFENAT (HEHBO0%L EAREFE) T, BEHEF
b THEE. hAK = SR BE£o<Y oEE 1= 3 5 2 00FI B BESEABEDEBAN 5 ENERAE LS
ogiEE DR - ik - 21 SHE e ois (R B - RER) 2 E%%szei%aéi%{?%%@%ﬁ%i&%%%%Z?Z f;%%am
< I ES 1ERMICEERZIZ60B LT TuWw HOHBFEEALY 7E (A%
gﬁé l/;ﬁéL 2 n,_EthFQ&# T - R BOEH A o 3 TEIRMEE) &Ik, BEMEH 1 201 SR =608 HLE 5 L 0 565 AHD
HREANVEAREEE S 14

E¥ o BEBORAEERICES - FIN—TIcTRE




REOEE (FBLWFOHLR-FH)

O HWFOBER - RIXERERDORELHLN. REERD 7 I BVFHERDRAADLE LR,

O RHEDHETHETHNITHO T TCEVNERZN T TEMOHEMEHBRE L T --ORBEICELEMN>F=2DD.
VEFIZF—2BEICEIPTERELEMLI--O. REHBEOME~AD/\—FILARFEEIELTEY., HIVF
R - BRICEITTIE., EAREMZEE - AR LT TRER NL—=25 D0 7—L4A1 OBEHLITHERM,

EMTOHEVFOREFRRKR

BRICREMR
SERREORAHHY

R NL—=2T77—L0HM

BEZET>TLEN, BRORAHLEL

BHETATELT. BRORAALL

TRBENL—=0007—4) (X, REEMSAEMERHFL. LEEMTHR

MERLEITHT HTHEZITL. BHERICERE THXEEMAY HHHE,

7 Bl DEMA
HOFRADORAAGL

E1&%k - 35744
(FMSEEMKELICLIEMRERADEWFICETI7oyr— MER KL YEEH

FREADN—FIL

@ RINZHBDFELE
INVEETHEZL THLHERBE

Q B DFERAEEE

BEMO< v F 2T OB OFIEIC
BIT5HEEDEEMENALE

@ ARG ESELEMALE

ENBELGY., F-CHVWFEET

(EHE Ot N. EHEHOHE
[Eﬂ;’f FE®E g) SENBEOBRE. BEORLRH
HREAEORAHE ] @uusHROBE. K%

\

Bk E SRR OB R
(REREL—=2T 074

¢ 1= !
| BREOEME ] (= R
FESA. BfsE. J—2x

A RETHE - RBTES

e @ =
40 — S

REEHh =" B2 & R ems
WiBORLTERENEERE




REOEE (EHLIDIERS)

O REOHGMED LR ZZ T TRROEHBITEMBER THRE, REOEHBAIBRFUEHED 1JEEZLDD,
O REEHBEOMBNERTE, BREEADEBRFICEY., HITRESOEHENBNT 54 E. EXROMBEER

Mo &k,
BREREHEOHR
RE 71,4118 (9%)
n (%) REBREXRENRBEEFICKLD
H24 I 85, 25118 M BERE - RFEADICBRER
B=E 8 450{%M (9 %)
h) | RTT | R2 R3 R4 R5
H29 [ 92, 742¢8m i
B 9 232(EM (10%) F£E 859 960 979 932 897
R4 [] 90, 0r0m 25| 10,196 | 11,156 | 12,136 | 13,068 | 13, 965
. y S ERENL . BHEETENEEESCLY. BRAE - &
~ e DEE DEpR =E S BAOUE - Fi8 - BiEE RN LT
B RWOKED TEERRMGHE 2= oitE oL HEE E2 : Ritld. RABEXENEEESIBE SN TRIVEELUR
(i - I - BIEEEIE L EROSEERAE TOAH
REEHBEORERNHKER

1,4711{8H

H24 1,079 1,313 I 1,480 I461 817 |[368/386p5%4 784 | 528

8, 450f2F

H29 1,381 1,384 1,722 576 | 764 |445|401[308 885 584

9, 232{5H

R4 1,925 1,680 1,557 684 | 683 |[471]427p90 908 607

O5ES BYAZ OHFMNA O3 OBARGL BE5L5 ahE B584H oDt oZDmAAETD

BEH . BMOKES THEERREHME

F1 REEHBORKBAOER. FEFRIOSEHE

F2  ZOMOMNAZEDF, THK (TAKRY) ( BT, FoEL, BIHMA, WEIA, Rohy, Tva . ER.
DA, BRE, 36, FADMA, DMET. 2—TILA LoD, 3/ —ILOEHEOEHE

(B%) VYA UTRDy FOBRBEEROHER

1,196

1,625

1,379

1,840

2,281

2,346

H28

29

R1

BN BMWKEY BREREEEDESEAE
I RHMSFEICODVTRAEARNEIERDAD =, EHREIA L

16



REOHH (BSFEDIFM)

O

O ®mtsEsl (F 6 4F) TIE, BEMITA209E
ZhHb. mBA (FH65F) T,

BAREDRER. TOERE
slEALNEE-TLS,

U A = H% 6 EID201EM (4

Y. BHEIFEOHHELCRBIZRE > TSR,

W77 zELHETHENETHMS N, @MHBTEFENMER THERBLTE Y.

M (63%) . FEMEITHNISEM (29%) &, 2 TEADOEILIE
Em 15615 M.

FERIFOERAGTE) £GoT

- Mg Al EE D HR

(fEF)

350

300

250

200

150

100

50

BZ D

BA RFL

")

R—IL

Ba A

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

fn B A% HH B D HR

(M)

350

300

250

200

150

100

50

Bzl

ot

B5ES

YA

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

mBE0BRHER - hEOES (R6)

(B - 8AH)
100% %90
HE..
172
80%
R R L
60%
L DY)
R—IL
40% 15598
3,478 Edd
358
589 218 nEE
0%
% .N % %
RO M 2 A ﬁ“" &
i) n ,}é\\ 83
\)@ .
A

B MBE TESME) ERICRKEICTER,

17




	新たな果樹農業振興基本方針に関する説明会資料
	既定のセクション
	スライド 0: 新たな果樹農業振興基本方針について
	スライド 1: 目次
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6: 新たな食料・農業・農村基本計画に基づく今後の進め方
	スライド 7
	スライド 8: 果樹の生産
	スライド 9
	スライド 10: 果樹の生産（卸売価格の上昇と生産基盤のぜい弱化）
	スライド 11: 経営体の減少を踏まえた将来予測（試算）
	スライド 12: 気候変動への対応（高温等による被害）
	スライド 13: 果樹の生産（傾斜地での栽培）
	スライド 14: 果樹の生産（長い労働時間、極端な労働ピーク）
	スライド 15: 果樹の生産（担い手の確保・育成）
	スライド 16: 果樹の生産（産出額の推移）
	スライド 17: 果実の輸出（海外需要の増加）
	スライド 18: 果実の消費（果実摂取量の推移と需要の変化）
	スライド 19: 国産果実の安定供給に向けた基本的考え方
	スライド 20


	新たな果樹農業振興基本方針のポイント (1)
	スライド番号 1

	新たな果樹農業振興基本方針に関する説明会資料
	既定のセクション
	スライド 22: 　労働生産性の向上のため、地域計画に基づいた 園地の集積・集約化や基盤整備を進めるとともに、 省力樹形等への改植・新植、 スマート農業技術・省力化品種等の開発・導入を強力に推進する。その際、大規模な経営体の育成・参入や、 省力樹形等への改植・新植による省力的な樹園地への転換を スピード感を持って進める。
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27: 　生産減少の大きな要因となる温暖化の影響等に対して、 資機材による対策や品種構成の見直し等の検討を進める。 加えて、高温適応性を有する品種の開発・導入等を推進する。気候変動に適応する生産対策と併せて、 化学農薬の使用量低減に資する病害抵抗性を有する品種等の 開発・導入や化学肥料の使用量低減等の 環境負荷低減策・気候変動緩和策を進める。 さらに、社会全体の行動変容につながるよう 食料システムの関係者の環境負荷低減対策への理解を促進する。
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31: 　果樹農業の担い手を育成・確保するため、 高度な技術の習得や樹園地の確保、 未収益期間の克服など果樹特有の課題の解決に産地が取り組む 果樹型トレーニングファームの取組など、 幅広い農業者や法人が果樹農業に参入する取組を推進する。 離農する経営の園地の受け皿となる経営体や 付加価値向上を目指す経営体について、 果樹農業で生計を立てる担い手として、規模の大小や個人・法人などの経営形態にかかわらず、育成・確保する。 また、サービス事業体等を活用した労働力の確保、 作業の省力化などによる季節的な
	スライド 32


	新たな果樹農業振興基本方針に関する説明会資料
	既定のセクション
	スライド 33
	スライド 34: 　若い人たちに魅力のある産業とするため、作業の合理化、 販売単価の向上により労働対価を高め、 生産者の所得を向上させるとともに、農業という枠組だけでは 労働力が限られる中、地域経済を守る観点から、 輸出・加工など関連産業との連携・波及、 雇用の創出、地域の活性化など、地域の基幹産業としての 果樹農業の付加価値を高めていく取組を推進する。
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38: 　高品質な国産果実の強みは活かしつつ、 多様な消費者ニーズを捉え、 手頃で日常的に摂取してもらえる生果実、果実加工品など 新たな需要に対応した取組等を行う。 また、日常的な果実摂取を生涯にわたる食習慣として定着させるため、幼少期から国産果実に触れ食生活にも取り入れ、 果実について正しい知識を身に付けてもらうよう、 関係者と連携しつつ食育の取組を推進する。
	スライド 39
	スライド 40: 　国内への需要に対応しつつも、 拡大傾向にある海外市場を見据えた輸出に戦略的に取り組むため、 高品質等の日本の強みを生かしながら更なる海外需要開拓を図るとともに、 輸出先国・地域の規制やニーズに対応しつつ、 これに対応できる産地も併せて形成していく。 また、果実の輸出と併せて、優良品種の戦略的なライセンスを推進し、 周年供給による輸出促進と海外からのロイヤルティの 新たな品種開発等への還元により、国内果実生産の振興を図る。 このほか、食品産業の海外展開やインバウンドによる食関連消費も 海
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43: 　農村における人手不足やトラックドライバーの時間外労働の 上限規制などによる労働力不足に対応するため、 集出荷施設・選果場の再編集約・合理化、 果実やコンテナ等の出荷規格の見直し、 共同輸送やモーダルシフト等を進める。 また、産地から消費者へ生果実の品質を保持して届けることは 極めて重要である。 このため、切れ目のないコールドチェーンの構築等、 高温等の現下の気象状況下においても、 鮮度を低下させることなく流通させるためのサプライチェーンの構築を推進する。
	スライド 44


	新たな果樹農業振興基本方針に関する説明会資料
	既定のセクション
	スライド 45
	スライド 46: 　国産果実の加工仕向けについては、生果実の選果の過程で 規格外となったものの一部が流通している状況であり、 果実生産量の減少に伴い加工仕向量が減少している中、 規格外の果実を加工用に回すだけでなく、 契約生産など価格を決めて量をある程度加工に回すことが出来るような生産を進める。 また、地域の基幹産品となる果実加工品の創出など、 付加価値の高い加工仕向けの取組を推進する。
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49


	新たな果樹農業振興基本方針に関する説明会資料
	既定のセクション
	スライド 50: 都道府県における果樹農業の振興を図るための計画（都道府県計画）
	スライド 51: 果樹産地構造改革計画（産地計画）
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60





